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7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ スギヤマ トモヤス 

３ ０ ３ ６ ７ １ ９ ８  杉山 友康  応用生物学部  准教授 
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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
金属元素によって汚染された土壌・水環境を、環境に優しく修復する技術、すなわち重金属土壌汚染を安価に効率

的に措置できる技術が求められている。そこで、われわれの発見した新規な放線菌株ST13を技術開発のモデルとして

使用し、六価クロム汚染土壌の浄化を、低コストかつ高効率にするための土壌での活性制御法を検討した。 

その一つとして多孔質セラミックのような粒子表面に細菌をあらかじめ付着させて安定化し、これを土壌に混合し

て汚染浄化する方法、さらには、細菌の汚染浄化能を促進するための種々の有機物や無機物添加の効果を検討するこ

ととした。まず最初に、セラミックへの細菌の付着性を評価するための方法として、セラミック表面に付着した細菌

を蛍光色素で染色して画像解析する手法を確立した。この方法で素材の異なる数種類のセラミックを評価し、素材に

よって細菌の付着性が異なることを見出した。この方法は細菌の付着性の良いセラミックを選択する指標として利用

可能と考えられる。次に細菌による六価クロム浄化能を活性化する物質を探索して、黒糖溶液に強い活性化能がある

ことを発見した。その活性化には黒糖の濃度依存性がみられること、さらには産地の異なるものでも有効なことを見

出した。黒糖一般にST13株を活性化する作用があると考えられる。六価クロムの還元能に関わる遺伝子を探索する手

法として、トランスポゾンでST13の染色体に変異を導入した遺伝子突然変異株を作製した。この変異株の六価クロム

除去能を調べることで、除去に有用な知見が得られることが期待される。 

 これら研究は継続しており、その一部を学会で発表した。 
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ ０）件  うち査読付論文 計（0）件 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
 〔学会発表〕計（ １）件  うち招待講演 計（０）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
杉戸浩則、間宮興、杉山友康 新規六価クロム還元細菌ST13株の六価クロム還元関連遺伝子の解析 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
日本生物工学会 2009年9月24日  名古屋大学（名古屋） 

 
 〔図 書〕 計（ ０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ ０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ ０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 
 
 
 


